
改めて、災害に備える

筒井　博基（旅行斡旋）　

№ 3 1   2 0 2 5 ・ 4 ・ 1 5

　昨年末50歳となり、人生観が変わった出

来事を思い返すと災害にまつわる事が多く

あった。

　小学１年生1982年の夏、長崎大水害に被

災した。それは暴風雨で１階は腰まで浸水し

道が川になり歩く事もできず、隣の米屋の米

俵や商店街の品々が濁流に流されていくのを

両親が営む２階の喫茶店で、避難し何も出来

ずにただ見ていた記憶であった。翌日学校に

行くと同級生が流され亡くなっていて皆泣き

ながら偲んだ。

　1995年福岡、大学の寮部屋でＴＶの阪神・

淡路大震災報道を信じられない感覚で日々見

ていた。ボランティアの様々な苦悩を知り“自

分にも何か出来ないか”と、牧師を団長とし

た地元の長崎市災害派遣ボランティアに申込

し３月に２週間、瓦礫が残る神戸の長田中学

校に配属された。飲水以外に水道・ガス・電

気はなく風呂も入れない状況下シルバーケア

担当となり毎日老人の方々に寄り添い配給や

各種作業を手伝った。当時は今程の細かな対

応はできておらず、毎食冷めた弁当に不満を

いう家族、ストレスから子供を傘で殴る母親、

毎日ボランティアに喧嘩を売るおじさん、連

携が取れない役人達等から人間の素の部分を

垣間見れ、逆に同僚達からは無償で支える人

の強さを学んだ。この両面ともが若い自分に

は衝撃的であった。

　そして現職で新宿勤務の2011年３月東日

本大震災、顧客の住宅メーカーから宮城の南

三陸町に仮設住宅100戸建てる為の宿泊・食

事の手配依頼を受けた。状況不明の現地に車

で向かう途中、坂の上からの絶望的な『街が

消え去った風景』は決して忘れられない。難

航したが２時間離れた鳴子温泉の宿が協力し

てくれ着工となり、毎日入替わる施工業者の

調整をのべ約4000名２か月以上行った結果、

住居引渡時に地元の方々が涙で喜ばれていた

姿は今でも心に沁みている。

　このように災害は人生や人生観を変える。

今後も起こりうる災害、防ぐのは難しいが、

過去の経験から“準備を怠らず向き合う事は

できる”と改めて思う、今日この頃の私です。



【卓　話】 下山　貴史 会員（鉄道輸送）

　還暦を迎えるにあた

り、ＪＲ東日本の社員

としてではなく、私個

人としてどのような能

力があるのか改めて考

えると、秀でた特技も

なく、結果的に人生の

半分以上を過ごした鉄

道会社での経験やノウ

ハウを社会に役立てるべきだと思いました。加

えて、私が関心を持っている「日本人らしさ」

についての考えを皆さんにお披露目したいと思

い、この２つについて自己紹介を兼ねてお話し

ます。

　会社での「設備の維持管理」では、自然災害

への対応と構造物のメンテナンスの経験が豊富

です。自然災害への対応の一例として地震対策

があり、鉄道の場合、①走っている列車を早く

止める（早期検知・運転規制）、②構造物が壊

れないようにする（耐震補強）、③仮に列車が

脱線しても被害を最小限にする（逸脱防止）の

３つの方針で防災対策を進めてきました。その

ような中、東日本大震災が発生し、一定の効果

を確認しましたが、被災した設備も多くあり、

短い期間で効率的に復旧するという業務に従事

したことは貴重な経験でした。また、地震だけ

でなく降雨等についても運転規制や防災対策な

どは確立された技術です。構造物のメンテナン

スでは、取替えは極めて稀で、変状の早期発見、

早期対処により構造物の延命化を図ること、基

本的に列車が走らない夜の短い時間帯に工事を

することが特徴です。ＪＲ東日本の在来線の橋

りょう・トンネルで最も古いものは140歳近く、

適切にメンテナンスをすることにより長持ちす

ることが証明されています。日本社会での課題

では、南海トラフ地震などの大地震や異常降雨、

道路や上下水道など老朽インフラへの対応など

があり、鉄道で培った技術・ノウハウをこれら

の課題に役立てたいと考えています。

　次に、社会に貢献できる「日本人らしさ」に

ついては、10年ほど前に参加した社外の異業

種交流研修をきっかけに関心を持ち続けていま

す。気候や地勢などの風土や歴史・伝統により

特徴づけられる“土台”に基づいた行動が、時

代ごとの社会環境の影響を受けて、国民全体に

共通して表れたものが「○○人らしさ」と言え

ます。「日本人らしさ」の場合、“大陸の端の島

国であること”“四季や自然”“農耕文化”“自

然信仰”などが影響し、「和、受、究」という３

つの文字で表わされる土台があると考えます。

　１つ目は「和」を大切にすることで、良い形

で表れると、自分より集団を第一に考え、東日

本大震災の混乱時でも調和を保ち助け合う行動

になりました。逆に、好ましくない形で表れる

と、場の空気を壊すのを避けて質問や発言をし

ない、コロナ禍での自粛への強い同調圧力やイ

ジメなどに繋がります。

　２つ目は、様々なものを受け入れる姿勢で、

クリスマスを楽しんだ一週間後に初詣に行くの

は日本人特有の行動です。異文化を楽しみ、様々

なものに柔軟で融通無碍な対応は良い形です

が、政治参画意識が低く無関心、権力に従順で

お上に弱いなどは好ましくない形です。

　３つ目は、勤勉さやモノ造りでの品質の高さ

に見られる拘りや武道・茶道など“道”として

究める姿勢です。匠、名人芸などと呼び繊細で

精緻な技術に敬意を示すのは良い形で、頑張る

姿勢を評価するのは両面あり、長時間労働で過

労死するまで働いてしまうのは好ましくない形

の表れです。

　このように３つの土台は長い年月をかけて日

本人に広く浸透し受け継がれており、時代ごと

の社会環境（生活、教育、制度等）により“良

い形”または“好ましくない形”で「日本人ら

しさ」として表れます。したがって、どのよう

な社会環境にすれば良い形の日本人らしさを発

揮できるかを考えることが、今後のグローバル

化や少子高齢化、ＩＣＴやＡＩの進展等に伴う

国内外の様々な課題に対して貢献していけると

考えており、若い世代に伝えていきたいと思っ

ています。但し、これは私の個人的な考えです

ので、是非、ご質問・ご意見等を頂戴出来れば

と思います。

還暦を迎えるにあたって
～ 今後、自分がどのように社会の役に立てるのか？～



４月第３例会 司会　渡辺（祐）委員例 会 報 告

◇ 会長の時間

櫻場会長

　４月18日から21日までベトナムへ行ってき

ます。国際奉仕として物資・教育支援はもとよ

り、現地企業及び団体の方々との交流や新たな

支援体制の構築など検討できればと思っていま

す。そして恒例になりました例会当日のお誕生

日の方の紹介ですが、本日は大久保直前ガバ

ナーがお誕生日です。おめでとうございます。

今後もお体に気を付けてご活躍ください。それ

では本日の例会もよろしくお願いいたします。

◇ 出席報告

海野会場委員長

会 員 数 出 席 数 欠席数 本日の出席率

120名 64名 56名 56.64%

前週訂正出席率　73.68％

◇ 会員メークアップ

4/11　北海道2500ＲＥＣ　　 豊﨑　一彦

4/12　米山記念奨学会オリエンテーション

　　　　　　　　　　　　　　工藤　勝則

4/13　地区研修・協議会

　　　　井上　壽博、増山　英和、長野　久嗣、

　　　　片岡　宗厳、安　　圭一、林　正太郎、

　　　　横須賀　靖、関　　康彦、秋葉　良孝、

　　　　成田　浩明、荒川　繁美、荻原　　武、

　　　　二川　泰久、岩間　智也、富田　敬子、

　　　　工藤　勝則

4/15　北海道2500ＲＥＣ　　 豊﨑　一彦

◇ にこにこＢＯＸ

� 山西委員長

下山会員……本日イニシエーションスピーチで

　す。頑張ります。

内藤会員……新入社員が２人、元気良く入って

　きました。

川名会員……ベトナムに行ってきます。

小泉会員……健康だからニコニコです。

原口会員……いつもご迷惑をおかけしてすみま

　せん。今期必ず出席します。

高尾会員……舞い散る桜がきれいです。

中村会員……暖かくなりました。体調に気を付

　けましょう。

川上会員……いよいよ暖かくなってきました。

　のびのびできる季節を楽しみましょう。

森島会員……暖かくなってきましたので、しっ

　かり自転車に乗ろうと思っています。

石井（圭）会員……桜川沿いの桜がきれいですね。

大久保会員……本日誕生日迎えました。

照沼会員……お祝いありがとう。

渡邉（幹）会員……ワイフのバースデープレゼン

　トいただきました。毎年ありがとうございます。

本日の合計 13件 90,000円

◇ 財団ＢＯＸ

内藤　　学会員……財団の友献金

（第８回）　＄100　15,000円（累計　＄4,800）

加藤　啓進会員……財団の友献金

（第７回）　＄100　15,000円（累計　＄4,700）

原口　哲也会員……財団の友献金

（第９・10回）＄200　30,000円（累計　＄2,000）

和田幾久郎会員……財団の友献金

（第６回）　＄100　15,000円（累計　＄1,600）

神尾圭太郎会員……財団の友献金

（第４回）　＄100　15,000円（累計　＄1,400）

この計 ５件 90,000円

◇ 米山ＢＯＸ

渡邉　幹郎会員……米山功労者献金

（第９回）　　　10,000円（累計　290,000円）

照沼　重輝会員……米山功労者献金

（第８回）　　　10,000円（累計　280,000円）

谷川　好一会員……米山功労者献金

（第８回）　　　10,000円（累計　280,000円）

原口　哲也会員……米山功労者献金

（第７・８回）　20,000円（累計　280,000円）

佐藤平八郎会員……準米山功労者献金

（第８回）　　　10,000円（累計　  80,000円）

江沼　　豊会員……準米山功労者献金

（第４回）　　　10,000円（累計　  40,000円）



週報担当　荒川　繁美 委員長

首藤　敦子会員……準米山功労者献金

（第２回）　　　10,000円（累計　  20,000円）

生澤　義輔会員……準米山功労者献金

（第１回）　　　10,000円（累計　  10,000円）

この計 ８件 90,000円

◇ 幹事報告

佐藤幹事

１．第2820地区ローターアクト地区大会が開

　催されます。

　　と　き　５月10日㈯　　 登　録 12：00

　　　　　　開　会 13：00　閉　会 17：00

　　　　　　懇親会 18：00

　　ところ　ホテルテラス ザ スクエア日立

　　　　　　（２Ｆ・３Ｆ）

　　参加者　横須賀　靖 地区ローターアクト委員

　　　　　　髙原　　裕 第３分区ガバナー補佐

　　　　　　山口　晃平 ローターアクト委員長

　　　　　　安　　圭一 ローターアクト副委員長

２．地区ＲＬＩ（ロータリー・リーダーシップ

　研究会）研修会開催のご案内が来ております。

　この研修会は、瀬戸年度の地区行動目標の一

　つとなっています。

　　と　き　５月18日㈰　登録 8：30

　　　　　　研修会 ９：00 ～ 17：00

　　ところ　学校法人リリー文化学園　

　　　　　　リリーベール小学校

　　　　　　〒311－4208　

　　　　　　水戸市藤が原3－117－1288

　　　　　　TEL　222－9090

　　出席者　成田　浩明 会長エレクト、

　　　　　　他地区関係者

３．第４回ロータリー情報委員会による新会員

　オリエンテーションが開催されます。関係会

　員の方々ご出席をお願いいたします。

　　と　き　４月22日㈫　18：30

　　ところ　洋食　山口楼「庵」

　　　　　　TEL　221-8348

　　会　費　6,000円

　　ご案内先　推薦者、職業分類・会員道教・

　　　　　　会員選考各委員長

　　　　　　クラブ戦略計画委員長、

　　　　　　前年度クラブ戦略計画委員長

　　　　　　ロータリー情報委員会、

　　　　　　サポート委員会

例　会　予　告

４月２９日（火）
― 定款第７条第１節により休会 ―

５月　６日（火）
― 定款第７条第１節により休会 ―

５月１３日（火）
卓話「HELM MOTORSPORTS」
　　　㈱ＨＥＬＭ
　　　　　レーシングドライバー

平木　湧也 氏
平木　玲次 氏

……　例会欠席の方は、４日前までに事務局までご連絡下さい。……


